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支

部

長

殿

評

議

員

殿

来
る
十

一
月
一
百

(
日
旺
目
)
午
后

一
時
よ
り
母
校
に
於
い
て
、

東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
全
国
支
部
長
評
議
員
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

御
多
忙
中
恐
縮
乍
ら
御
出
席
下
さ
い
ま
す
様
御
通
知
致
し
ま
す
。

昭
和
三
十
三
年
十
月
十
五
日

会

頭

西

村

豊

治



( 2) 

た
。
な
お
、
特
に
鹿
め
俊
雄
日
商
専
務
に
-
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
叉
全
国
各
地
の
同
一
竺
一三
、

ゆ

も
出
席
を
願
う
こ
と
に
し
た
。
実
際
上
の

一
窓
会
各
位
よ
り
、
御
見
汚
ヤ
ら
御
山
間
間
を
一
士
一
司
M

一

効
架
を
大
い
に
期
待
し
て
頂
き
度
い
。

一賜
わ
り
感
謝
感
激
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
一
宮
一
司
U

一

多
数
会
員
誌
の
製
会
を
お
待
ち
す
一
ま
す
。

一
土一一司

一

る

次

第

で

あ

る

。

一

昔

い

骨

折

部

も

経

過

概

め

て

良

好

で

場

-

て

A
1
一

一原
源
泉
病
院
に
て
叶
療
を
始
め
て
か
ら
、

-
A
W
一

人
f

川
の
総
会
に
会
則
改
正

元

気

に

な

ら

れ

た

西

村

会

頭

一先
ず
右
手
で
箸
が
持
て
ろ
様
に
な
り
、
統

一

-

に
就
い
て
審
議
を
煩
わ
し
度

一
明
日
誌
の
一
地
り
本
年
は
大
学
祭
と
同
一
に
御
矧
待
一
般
い
度
い
。
一

一
い
て
、
ヒ
ゲ
も
自
分
独
り
で
剃
れ
る
よ
う

一
ぃ
問
題
が
二
つ
あ
る
。

時
に
本
会
総
会
が
開
催
さ
れ
る
。

一
本
総
会
に
お
い
て
は
特
に
会
員
各
位
に

一

骨
折
さ
れ
た
右
手
で

に
な
り
、
辿
々
自
分
自
身
の
身
の
廻
り
の
一
そ
の
一
つ
は
、
版
本
的
会
以
を
名
誉
会

長

建

計

目

立

訳

語

一

部

改

正

を

執

行

部

L
E七
十
4

訪

日

三

目

別

祝

日

一

訓

告

は

い

お

問

詰

め

て

い

る

。

一

報

告

放

び

に

議

事

終

了

後

血

脇

賞

授

賞

回

開

樋

騒

瞬

醐

刈

心

ι一
政
る
こ
と
と
ア
グ
ツ
を
か
く
こ
と
が
う
ま
則
の
上
に
名
誉
会
頭
を
も
う
け
榎
本
先
生

十
月
一

γ
九
日
に
は
、
議
会
館
(
回
一
が
行
わ
れ
午
前
十
一
時
コ

δ
分

よ

り

福

島

圃

潤

澗

鱒

檎

錨

酒

w
h
H
t
一く
山
川
ま
せ
ん
、
目
下
は
こ
の
も
を
し
の
本
会
に
刻
す
る
功
一
総
と
栄
誉
を
称
え
た

軍
人
会
)
に
お
い
て
;
前
夜
祭
を
一
言
よ
り
会
員
各
位
へ
の
御
挨

拶

が

あ

り

司

お

隣

盟

甑

て
い
る
所
で
て
明
日
ま
た
臣
民
り
い
こ
と
で
あ
り
い
ま
つ
は
会
主

関

2
し
、
思

議

以

、

主

一
同
室
続
い
て
大
義
建
設
資
金
覇
者
へ
の
感

炉

恥

民

党

甥

炉

ぽ

脳

薗

れ
る
日
の
総
会
に
は
必
ず
出
席
し
て
、

了

。
川
で
あ
る
。

し
て
京
~
A
Z
-
-
}
と
に
な
っ
て
お

i
m什i
が

行

わ

れ

る

。

園

野

繊

際

協

脳

姐

Z
M脳
会
凡
の
皆
岐
に
お
闘
に
か
L

り

御

長

を

j
の

ん

一

定

日

(

(
ド
で
あ
る

卜

一
月
一
日
(
土
)
一
一
同
(
白
)
の

L
J午
か
り
た
五
休
憩
と
な
る
が
、

こ

繭

翻

欄

鍋

鶴

強

蝿

・

臨

申

し
1

げ
度
い
」
と
大
事
以
1

の
如
き
挨
泊
、
こ

の
う
ち
/
け
川
は
共
済
基
金

一

回
盟
問
髄
議
閣
議
鋪
盟

aR帽
B

1
3主
と

し

て

稔

立

て

ら

れ

J
川
は
支
部
募
金

に
-
見
り
川
念
大
予
祭
が
周
州
目
さ
れ
る
こ
と

一
の
問
、
大
学
祭
の
僚
の
姿
を
会
員
各
位
に
臨
開
障
関
臨
臨
酬
闘
瞬
闘
版
刷

d
'崎
臨
圃

d
u
f
zには
、ム
罰
則
を
一

、
一
同

州

立

科

目

時

制

服

配

サ

ー

サ

ザ

持

れ

れ

か

M
M
J
U賠
刊

誌

初

日

付

札

口

日

刊

誌

刊

誌

担

一一
、一一
一
の
一
日
山
の
乙
で
あ
っ
た
が
、
-ぃ
、

2日
の
想
い
出
に
浸
っ
て
頂
き
度

一傷

を

受

け

ら

れ

た

町

制

以

は

、

八

月

山

一

ら

れ

る

予

定

で

あ

る

。

品

川

同

日

間

一

一

山

花

川

川

均

凱

特
に
三
日

(
文
化
の
日
)
は
本
会
総
会
の

一
L

一
口
国
立
東
京
第
二
病
院
退
院
同
月一

一十

三

前

日
歯
会
長

払
し
て
い
た
わ
~
が
来
年
度
か
ら
は
未
納
会
費

た
め
一
般
に
は
凶
放
せ
ず
、
専
ら
同
窓
各

一

午
后
は
講
演
に
移
り
、
先
づ
去
る
十
月

一
日
よ
り
開
立
椋
原
似
泉
病
院
に
て
加
療
を

hr
椋

善

男

氏

退

院

さ

る

一
十
減
る
一
方
と
な
る
会
加
は
じ
め
役
員
と

一
以
代
リ

T
U
M
-不
そ
の
他
を
見

一

ku一一
月
一
一
軒
一
一
嗣

um品
川
一
献
針
日
間
町
幻
ぶ
私
一
一
一
一
地
時
小
山
顧
問
、
前
日
本
歯
科
疾
師
会

長

一し
て
は
事
業
を
よ
り
語
に
行
っ
て
、
会

総
会
前
自
の
十
一
月
二
日
に
は

一
し
た
。
米
沢
教
度
は
既
報
の
通
り
、
日
本

一
月
一

、
一一
、
一一一
、
一二
日
出
開
催
さ
れ
る

一
小
川
裂
い
男
氏
は
か
ね
て
母
校
市
川
病
院
と

一員
各
同
一
一
満
足
の
民
け
る
様
努
力
し
な

全
国
支
部
長
評
議
員
会
開
催

一
主
材
会
議
よ
り
同
際
微
生
物
学
会
に
日
本
大
学
院
開
設
品
念
祭
の
大
学
側
の
説
明
の

一
入
防
加
療
ー
巾
で
あ
っ
た
が
、
八
ヶ
月
の
酌
川
比

J
U

な
い
、
そ
の
つ
も
り
で
も
こ

l
-
バ

U
(
日
川
口
)
午
后
一

時
よ
一什
表
と
し
て
派
遣
せ
ら
れ
、
去
る
八
月

一

た
め
役
員
会
に
山
席
さ
れ
た
宮
川
主
食
と

一養
に
て
順
調
な
経
過
を
と
ら
れ
、
去
る
九
了
H
l

て
l
仲
々
困
難
で
あ
る
。
共
済
基
金

り
、
母
校
内
に
於
て
、
本
会
会
凪
支
部
長

一
白
宅
路
ス
エ

I
デ
ン
に
行
か
れ
、
学
会
終

一共
に
元
気
な
泌
を
見
せ
ら
れ
た
、

一
月
二
十
八
日
、
芽
出
度
く
、
長
せ
ら
れ

η刊
日
付
同
一
仰
い
れ
民
間
川
崎

評
議
員
会
が
凶
保
さ
れ
る
こ
と
と
た
定
し

一
了
后
、
司
教
授
の
愛
弟
子
で
、
あ
た
か
も

一

茶
の
セ
ピ
ロ
に
、
受
傷
的
と
少
し
も
変
た
。

t

j

一
ス
エ

1
引
ン
政
府
塁
主
と
し
て
渡
欧
し

一
ら
ぬ
会
頭
の
砲
に
、
役
良
一
同
歓
が
し
今
後
し
ば
ら
く
は
転
地
療
養
を
続
け
ら

-云
う
苧
え
で
あ
る
。
他
の
樹
科
大
学
同
窓

・1
本
年
の
総
会
に
は
下
段
財
戴
の
如
く
会

一
た
高
警
官
仰
と
共
に
欧
州
各
地
を
視
察
帰

一
た。

一
れ
る
と
の
こ
と
、
一
日
も
速
や
か
な
御
全

一会
の
会
費
の
何
れ
と
い
較
べ
て
も
本
会
の
会

則
一
部
改
正
の
件
を
議
題
と
し
て
提
出
す
一
国
早
々
の
こ
と
L

て
新
し
い
欧
州
の
姿
を
一
白
川
幹
事
長
は
開
会
に
当
り
一
快
を
お
祈
り
す
る
。

一費
は
最
低
一
徹
で
あ
る
。
こ
の
点
何
卒
御
推

一

一

一

一

察

の

上

御

審

議

を

願

う

次

第

で

あ

る

ベ
く
本
部
役
員
会
に
て
熟
慮
し
て
い
る
た
一
紹
介
し
て
頂
け
る
こ
と
L

思
う
。
続
い
て

一

「
元
気
な
会
頭
の
お
姿
に
、
胸
を
し
め

一

総
会
当
日
の
米
国
海
軍

一

め
、
A
上
川
支
部
長
河
川
議
各
仙
の
御
協
議
を
一
米
海
軍
提
供
の
天
然
角
」
学
術
映
画
の
映
写

一
つ
け
ら
れ
る
械
な
長
び
で
す
」
と
述
べ
久

一

一

ク
ラ
ス
会
予
告

阪
わ
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

一
が
あ
り
、
午
后
三
時
か
ら
、
「
社
保
新
点

一
し
振
り
に
会
以
か
ら
'h
次
の
様
な
検
拶
が

一

提

供

学

術

映

画

の

内

容

決

定

五

十

鈴
会

十
一
月

二
日
午
後
五
時
よ

翌
三
日
の
松
会
に
は
凶
村
会
頭
も
元
気
一
数
を
め
ぐ
り
て
」
と
題
し、

都
の
審
査
員

一あ
っ
た
。

一

上
段
記
載
の
如
く
、
総
会
当
日
午
後
米
り
新
宿
夫
九
科
会
館
に
て
凶
催
し
ま
す
、

詳

な
姿
で
出
席
の
予
定
で
あ
る
。

一
を
し
て
お
ら
れ
る
本
会
々
員
の
皆
さ
ん
を
一
「
去
る
七
月
三
口
、
不
服
の
突
難
に
遇

一
海
軍
提
供
の
カ
ラ
1
フ
ィ
ル
ム
の
上
映
が
細
は
迫
っ
て
各
位
に
御
一
地
知
致
し
ま
す
。

か
ね
て
不
慮
の
交
川
事
政
の
た
め
療
養
一
講
師
と
し
、
同
じ
く
本
会
全
員
で
都
歯
科

一
ぃ
、
そ
の
後
、
同
立
第
二
病
院
、
埼
原
混

一行
わ
れ
る
が
、
こ
の
映
画
の
内
容
は
、

一乞
御
参
会

巾
の
西
村
会
以
も
経
泊
料
め
て
順
調
に
て
一
医
師
会
保
険
拘
当
瑚
事
で
あ
る
大
久
保
君
一
泉
病
院
に
て
加
療
の
結
来
、
御
覧
の
岐
に
「
総
義
掬
調
製
法
の
要
点」
(四

O
分
〉
「
完

一

崎
駿
会
例
会

十

一
月
三
日
午
後
五
時

必
ず
三
日
の
総
会
に
は
元
釘
な
姿
を
柄
上
一
司
会
の
下
に
、
打
ち
解
け
た
気
分
で
縦
横

一元
気
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
副
会
頭
始

-
成
義
闘
の
リ
マ
ウ
ン

ト
法
」
(
十
九
分
〉
の

一半
よ
り
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
会
館
内
全
剛
飯
庖

に
現
わ
さ
れ
る
こ
と
L
忠
わ
れ
る
、
不
慮

一
に
新
点
数
下
の
保
険
診
療
に
つ
い
て
実
の

一
め
役
員
各
休
の
御
努
力
に
よ
っ
て
、
会
務

一
二
本
と
決
定
し
、
解
説
に
は
、
母
校
用
地
江

一
に
て
開
慢
し
ま
す

会
費
壱
千
参
百
円
也

の
災
を
元
討
に
突
破
さ
れ
た
会
頭
の
挨
拶
一
あ
る
?
所
を
、
御
話
し
合
い
願
う
事
に
し

一
が
円
滑
に
連
常
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
厚

一錠
一
名
誉
教
授
が
当
ら
れ
る。

一乞
御
参
会

同
情
一
会
を
予
想
さ
れ
る

今
秋
の
大
学
祭
・
総
会

会
剛
即
改
正
を
主

む
意
味

第62号

臨
床
家
に
は
聞
き
逃
せ
ぬ
座
談
会
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大
学
院
開
設
に
伴
い
新
館
の
落
成
開
設

一

金
井
昌
邦
教
授
辞
任

を
見
た
が
、
こ
れ
と
関
聯
し
て
、
目
下
母

一

母
校
進
学
課
程
金
井
昌
那
教
授
(
物
理

授
で
は
、
本
館
の
改
修
工
事
を
行
っ
て
い

一
学
担
当
)
は

一
身
上
の
御
都
合
か
ら
九
月

る
。
こ
の
工
事
も
来
る
十
一
月

一
、
一一
、
一末
日
を
以
っ
て
辞
任
さ
れ
た
。

一二
‘
の
三
日
間
開
催
さ
れ
る
大
学
院
開
設
一

記
念
を
目
標
に
完
了
の
予
定
で
あ
る
。

一

米

運

教

授

時

国

さ

る

人

事

一

去

る
八
月

一
目、

日
本
学
術
会
議
代
表

一
と
し
て
第
じ
回
国
際
微
生
物
学
会
に
出
席

中
島
哲
夫
教
授
新
任

一
の
た
め
ス
エ

l
デ
ン
に
旅
立
た
れ
た
米
沢

一
和
一
教
授
は
、
会
議
終
了
後
、
高
添
講
師

本
年
七
月
一
日
附
を
以
っ
て
巾
仏
哲
夫
て
と
共
に
欧
州
各
地
を
歴
訪
視
察
の
上
、
九

氏
が
教
授
と
し
て
母
校
に
就
任
さ
れ
た
。

一
月
二
十
五

H
元
気
で
、
羽
悶
着
川
一
凶
さ
れ

同
教
授
は
慶
出
義
一
地
医
学
部
卒
業
後
、
全
了
」
O

病
院
に
て
島
田
教
授
の
下
に
外
科
学
を
専

一

攻
、
母
校
に
お
い
て
は
市
川
病
院
に
勤
務

一

御

浅

拶

米

沢

和

一

さ
れ
第
二
外
科
を
新
設
そ
の
部
長
と
し
て

弘

l

j
F
私
は
去
る
八
月

、主に
内
臓
外
科
を
雪
さ
れ
る
こ
と
に
な

一
、
日

B岳
彦
F
h伊

一
日
皆
様
の
歓

っ

た

。

一

三

・
明
品
輸
崎
調
掴

RJい
送
の
も
と
北
極

一
戸14
園
周

同
例
措
づ
川
崎

回
り
、
S
A
S

H
I
-
-
1
5i
H
i
ll
=
j
dp
-W一
ず

同

機

で

友

田
を
立

一

宅

ち

ま

し

て

か

ら

御

礼

↑
は
、
八
月
四
日
か
ら
の

ス
エ
l
デ
ン
首
府

今
回
の
二
十
二
号
台
風
に
よ
り
市
川
に

↑
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
に
お
け
る
第
七
回
国
際

お
け
る
本
学
進
下
課
程
な
ら
び
に
市
川
病

一
微
生
物
学
会
、
九
月
五
日
か
ら
の
ボ

ル
ト

院
水
害
に
対
し
、
早
速
御
見
舞
を
賜
わ
り

一
ガ
ル
首
府
リ
ス
ボ
ン
に
お
け
る
第
六
回直一

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一際
熱
唱
巾
病
学
会
、
九
月
十
日
か
ら
の
ド
イ

幸
い
被
害
も
最
少
に
止
ま
り
、
教
職
員
一

ツ
国
ベ

ル
リ
ン
に
お
け
る
第
四
田
昌
際
電

一
同
鋭
意
復
興
に
努
力
い
た
し
て
居
り
ま

一
子
顕

微
鏡
学
会
に
は
、
夫
々
日
本
代
表

す
、

一
の一

人
と
し
て
出
席
し
、
そ
の
聞
に
も
奥

紙
上
に
て
略
傍
乍
ら
御
礼
ま
で
申
し
上
一
蘭
、
英
、
仏
、
独
、
填
、
瑞
、
西
、
葡
、

げ
ま
す
。

一伊
、
了
の
欧
州
諸
国
の
著
明
大
学
や
細
菌

東
京
歯
科
大
学
学
長

一
血
清
学

研
究

所
を
く
ま
な
く
視
察
し
、

福

島

策

一
升
期
の
目
的
を
完
遂
し
て
デ
ン
マ

ー
ク
の

首
府
コ
ベ
ン

ハ
1
ゲ
よ
り
再
び
北
極
回
り

第62号

山
内
マ
ナ
内
ぺ
え
よ
け
ノ
い
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同
窓
会
員
各
伏

本
館
改
修
工
事
完
了

間
泣
か
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=
一
崎
教
授
退
院
さ
る

か
ね
て
市
川
病
院
内
科
に
入
院
治
療
中

の
三
崎
ゆ
郎
教
授
(
放
射
線
学
〉
は
経
過

良
好
に
て
、
去
る
十
月
七
日
芽
出
度
く
退

院
さ
れ
た
。
当
分
は
自
宅
に
て
療
養
と
の

こ
と
、

御
全
快
を
お
祈
り
す
る
。
な
お
同

教
授
は
病
気
療
養
中
法
人
主
事
を
辞
任
さ

れ
た。

秀

で
、
九
月
二
十
五
日
羽
田
に
帰
国
し
ま
し

た
。
お
蔭
様
で
す
こ
ぶ
る
元
気
で
す
。
ま

た
留
守
中
は
何
か
と
ご
高
臨
あ
り
が
と
う

存
じ
ま
し
た
。
取
あ
え
ず
本
紙
上
を
か
り

て
帰
国
の
挨
拶
申
上
げ
ま
す
。

欧
州
観
察
中
の
杉
山
教
授
よ
り

の
便
り

東
京
水
害
の
報
に
心
配
さ

る

去
る
九
月
四
日
欧
米
視
察
の
旅
に
出
発

さ
れ
た
杉
山
教
授
は
そ
の
後
無
事
九
月
五

日
ロ

1
7
に
安
着
さ
れ
、
そ
の
後
元
気
に

旅
行
を
続
け
ら
れ
て
い
る
模
様
で
、
福
島
'

学
長
宛
既
に
数
通
の
便
り
が
あ
っ
た
。
九

月
三
十
日
、
ウ
キ
l
ン
に
て
、
ニ

ュ
ー
ヨ

ー
ク

・
へ
ラ
ル
ド

・
ト
リ

ビ
ュ
1
ン
紙
欧

州
版
二
十
九
日
号
に
て
東
京
、
伊
豆
地
方

台
風
刈
の
記
事
に
、
母
校
を
気
づ
か
わ
れ

「
学
校
は
如
何
で
す
か
、
ま
た
窓
硝
子

が
と
ん
だ
り
、

雨
が
し
み
た
り
し
て
は
い

な
い
か
と
気
が
か
り
で
す
、
皆
様
の
御
無

事
を
祈
り
ま
す
」
と
外
地
に
あ
っ

て
も
常

に
心
は
母
校
に
あ
る
真
的
混
る
L
便
り
が

あ
っ
た、

我
々
も
ま
た
杉
山
教
授
の
つ

与

が
な
き
御
旅
行
を
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ

る
0

.

顛
助
手

フ
ラ
ン
ス
に
出
発

JII 
村

市
川
病
院
内
科
勤
務
川
村
顕
助
手
は
既

報
の
通
り
仏
政
府
給
費
沼
学
生
と
し
て
渡

仏
の
準
備
を
行
っ
て
い
た
が
、
去
る
十
月

五
日

(
日
)
午
前
十
一
時
羽
田
発
エ
ア

1

フ
ラ
ン
ス
機
で
、
福
山
同
学
長
大
井
市
川
病

院
長
以
下
の
盛
大
な
見
送
り
を
受
け
元
気

に
出
発
し
た
。

二
十
二
号
台
風
に
よ
り

市
川
病
院
・
進
学
諌
程
浸
水

床
上
四
十
糎
か
ら
六
十
糎

去
る
九
月
二
十
六
日
、
関
東
地
方
を
襲

っ
た
二
十
二
号
台
風
の
た
め
、
同
日
夜
半

真
間
川
の
氾
濫
に
よ
り
市
川
菅
野
、
真
間

方
面
は
約

一
万
戸
に
豆
り
浸
水
し
た
。

こ

の
た
め
母
楼
進
学
課
程、

市
川
病
院
は
床

上
四
十
極
か
ら
六
十
糎
に
至
る
床
上
浸
水

る
見
る
に
至
っ
た
。

幸
い
両
方
と
も
宿
直
員
の
努
力
に
よ

っ

て
被
害
を
最
小
限
に
止
め
得
た
こ
と
は
不

幸
中
の
幸
で
あ
っ
た
。

こ
と

に、

市
川
病
院
に
お
い
て
は
多
数

の
入
院
患
者
を
擁
し
、

X
線
装
置
を
始
め

多
数
の
高
価
な
診
療
、
診
査
用
器
械
器
具

を
有
し
て
い
た
が
、
当
夜
の
宿
直
鈴
木
助

教
授

〈
産
婦
人
科
)
を
始
め
万一

に
備
え

て
進
ん
で
臨
時
当
直
を
買
っ

て
出
た
医
局

員
、
宿
舎
に
い
た
-
看
護
婦
、
用
務
員
の
諸

君
の
停
電
下
の
超
人
的
餐
斗
に
よ
っ
て
、

患
者
の
輸
送
は
も
と
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
器

物
の
浸
水
を
ま
ぬ
か
れ
る
こ
と
が
、
出
来

た。

看
護
婦
は
野
口
婦
長
以
下
宿
舎
の
衣

類
そ
の
他
は
搬
出
の
暇
な
く
全
部
水
び
た

し
と
な
っ

て
も
、
病
院
の
た
め
の
用
務
に

必
死
の
努
力
を
傾
け
た
事
は
頭
の
下
る
思

い
で
あ
る
。

折
り
か
ら
退
院
前
日
の
小
綜
善
男
氏
は

市
川
病
院
精
神
の
発
露
を
見
た
こ
と
感
激

し
て
い
た
。

伊
豆
方
面

同
窓
に
も
被
害
甚
大

伊
豆
狩
野
川
の
氾
濫
に
よ
り
伊
豆
地
方

の
同
窓
も
甚
大
の
彼
害
を
受
け
ら
れ
た
模

様
、
母
校
よ
り
近
藤
教
授

・
高
橋
助
教
授

が
、
本
会
よ
り
は
中
村
幹
事
が
十
月
八
日

現
地
御
見
舞
に
出
発
し
た
、

な
お
、
既
に
判
明
し
た
被
害
と
し
て
静

岡
県
国
方
郡
韮
山
村
南
条
四
七
九
堀
江
繁

簡
君
|
|
昭
和
五
年
卒

l
ー
は
、
狩
野
川

氾
ら
ん
に
よ
り
自
宅
は
も
と
よ
り
診
療
室

ま
で
家
財
の
全
部
涜
出
と
の
こ
と
が
徳
永

静
岡
県
支
部
長
か
ら
も
た
さ
れ
た
。

い
づ
れ
、
母
校
よ
り
現
地
出
張
の
近
藤

教
授
、
高
橋
助
教
授
、
本
会
よ
り
出
張
の

中
村
幹
事
の
川
京
に
よ
っ
て
、
状
況
も
明

ら
か

に
な
る
こ
と
L

忠
わ
れ
る

前
記
照
江
然
樹
ハ
に
い
刈
し
て
は
、
会
る

一

六
日
開
閉
さ
れ
た
役
口
氏
会
に
於
い
て
、
全

一

燐
に
準
ず
る
災
刊
と
必
め
福
祉
共
済
落
金

一

よ
り
見
舞
金
贈
U
の
件
が
満
州
場
一
致
可
決

一

し
た。

一

中
村
幹
事
掲
京
談

一

前
記
の
如
く
、
印
校
よ
り
近
藤
数
段
、

一

高
橋
助
投
校
、
本
余
よ
り
は
小
村
玉
夫
幹

一

事
が
急
処
伊
以
地
万
一
%
一
刀
同
窓
の
御
見
刻

一

に
出
張
し
た
が
、
近
総
数
抵
は
東
伊
一日
、

一

小
村
幹
守
、
高
橋
町
公
ね
は
中
伊
豆
と
分

一

相
一
御
見
得
を
行
っ
た
G

十
月
八
日
、
今
後

一

三
時
二
十

一
分
東
京
発
沼
津
行
に
て
高
橋

一

助
教
授
と
共
に
川
発
し
た
中
村
本
会
幹
事

一

は
、
十
日
午
後
六
時
東
京
着
に
て
帰
京
左

一

の
如
く
談
っ
た

一

「
沼
津
に
斎
い
て
、
既
に
災
害
地
を
起

一

ら
れ
た
徳
氷
支
部
長
の
御
出
迎
え
を
頂
き

一

沼
津
、
一二品
、
大
場
、
長
岡
、
田
京
、
大

一

仁
、
修
善
寺
、
湯
ケ
山
一
川
と
姐
り、

災
宮
川
の

一

予
想
以
上
に
甚
大
な
こ
と
に
鰐
い
た
。
同
州

一

江
氏
が
犬
き
な
御
鮫
害
に
も
拘
ら
ず
町
の

一

一
た
め
活
問
服
さ
れ
て
い
る
点
、
敬
意
を
表
す

一

一
る
」
詳
細
次
号

一

二
十
二
号
台
風

母
校
教
恥
員
に
も

被
害
者
続
出

今
回
の
二
十
二
号
台
風
に
よ
り
市
川
A

川

在
の
母
校
施
設
に
も
上
記
の
彼
宮
が
あ
っ

た
が
、
気
象
庁
開
設
以
来
の
新
記
録
と
云

う
豪
雨
の
た
め
、
市
川
病
院
周
辺
の
教
職

員
家
庭
で
は
浸
水
床
上
四
十
揮
を
越
し
、

都
内
居
住
の
教
職
員
に
も
被
害
者
が
続
出

し
た
。
前
日
帰
国
の
米
沢
教
授
も
床
上
浸

水
の
被
害
を
受
け
ら
れ
た
。



(4 ) 

記

念

館

建

設
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催
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俊
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後
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会
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去
る
九
片
十
四
日
(
日
〉
午
後
三
時
よ

り
、
母
校
に
お
い
て
鹿

M
俊
雄
後
援
会
杭

内
な
ら
び

に
近
県
支
部
長
会
が
開
催
さ
れ

た。
会
は
白
川
斡
事
長
苛
訟
の
下
に
開
会
さ

れ
、
井
上
副
会
長
よ
り
「
西
村
会
長
の
近

況
枚
び
に
、
四
月

二
十
九
日
後
援
会
結
成

設
立
後
の
経
過
報
告
を
兼
ね
て
挨
拶
」
が

あ
り
、
続
い
て
悩
島
学
長
よ
り
、

「
皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
闘
的
を
法
成

し
た
い
、
学
校
と
し
て
も
経
済
的
な
御
支

援
は
出
来
な
い
が
、
出
来
る
・
た
け
の
御
M
A

カ
を
H
A
し
た
い
」
と
扶
拶
が
あ
っ
た
。

こ
れ
よ
り
協
議
事
項
に
人
り
、
井
上
副

会
長
座
長
と
な
り

、
白
川
幹
事
長
よ
り
左

の
如
く
役
員
氏
名
の
発
表
が
行
わ
れ
た

(

敬
称
略
)

旧
血
脇
邸
を
校
地
に
再
建

西

村

捷

治

一た

い
」
と
て
来
る
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

井

上

真

河

村

弘

一何
と
か
明
る
い
見
必
し
守
得
る
様
努
力
す

市
川

鶴
男

池
田
明
治
郎

一る
こ
と
を
誓
わ
れ
た。

九

津

見

恵

一

た
H
A

「
技
術
料
を
高
く
評
価
す
る
考
え

福

島

秀

策

榎

本

美

彦

一
方
に
真
っ
向
か
ら
反
気
す
る
こ
と
に
は
問

北

村

宗

一
若
葉
清
一
間
胞
が
あ
る
」
と
て
今
後
同
君
が
打
倒
し
て

入

江

義

次

回

村

一

吉

一
行
く
方
向
に
対
し
、
力
必
い
挨
拶
が
あ
っ

小

糠

善

男

一た
。

宮
下

一
郎

築

瀬

真

策

一

次
に
円
根
J

品
被
教
授
よ
り
「
学
者
の
立

渡
辺

自

国

夫

大

塚

建

美

一
場
よ
り
」
と
前
挺
さ
れ
て
社
保
新
点
数
に

五
十
嵐
庭
治
鈴
木
録
二
一
対
す
る
説
明
並
び
に
考
え
万
の
開
陳
が
あ

鈴

木

貞

一

塙

真

二

一

り

、
鹿
島
俊
維
君
こ
そ
絶
対
歯
科
界
が
中

山

本

義

茂

中

村

正

夫

一
央
政
界
に
立
り
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
点
を
強

大
弁

済

重

浦

靖

治

一
調
さ
れ
た
。

岡

本

伝

加
藤

倉

三

一

宮
下
常
任
斡
事
よ
り
刊
本
歯
科
医
師
砂

白

川

享

一治
連
盟
国
阿
部
長
並
び
に
日
本
商
料
医
師
会

幹

事

中

村

恒

吉

田

丸

将

士

一理
事
の
立
場
よ
り
宇
野
似
状
勢
報
特
が
あ
っ

続
い
て
鹿
鳥
俊
雄
君
よ
り

一た。

「
後
援
会
結
成
の
上
御
支
援
下
さ
る
こ

一

統

い
て
群
馬
、
口
県
、
栃
木
、
千
葉
を

と
に
深
く
感
謝
す
る
」
と
挨
拶
が
あ
り
単

一
始
め
各
支
部
長
よ
り
力
強
き
勢
言
あ
り
、

価
問
題
に
も
言
及
し

一市
川
副
会
長
の
閉
会
の
酢
で

.
会
を
閉
じ

「
目
下
の
歯
科
医
政
の
あ
り
方
に
対
し

一た
。

い
ろ
/
¥
御
批
判
が
多
い
が
、
こ
の
御
批

一

徹
本
顧
問
、
井
上
劃
会
長
、

白
川
斡
軍

判
に
対
し
て
も
百
十
%
の
努
力
を
つ
く
し
一

長
各
地
に
出
強

一

鹿
島
俊
雄
後
援
会
際
問
畑
一本
美
彦
氏
は

一
九
月
、
島
根
、
鳥
取
両
県
に
出
張
さ
れ
、

一井
上
副
会
長
、
白
川
幹
事
長
は
同
じ
く
九

一
月
十
九
日
よ
り
永
の
各
県
出
持
一
一
十
日
に

一
帰
京
し
た
。

品
一

大
阪
、
兵
庫
、
岡
山
、

広
島
、
山
口
、

一
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、

鹿
児
島
、

一宮
崎
、
大
分
、
愛
媛
、
高
知
‘
徳
島
、
香

一
一川
、
静
岡

(一鹿
島
俊
雄
君
は

何
故
自
民
党
に
入
党
し

た
か

会

長

副
会
長

雇目

問

常
任
幹
事υJ 

計

画

代
々
木
山
谷
町
に
あ
っ
た
血
脇
守
之
助
先
生
の
御
住
居
は
、
そ
の
後
東
京

都
医
師
会
保
健
組
合
の
所
有
物
と
な
っ
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
が
、
こ
の
ほ

ど
同
地
域
内
に
新
館
建
設
の
た
め
取
り
践
し
と
決
定
し
た
。

こ
の
血
脇
邸
は
先
生
が
昭
和
十
四
、
五
年
頃
ま
で
御
住
居
と
さ
れ
い
た
家

屋
で
ま
さ

に
母
校
発
展
の
過
程
巾
の
時
代
と
て

.
多
く
の
同
窓
各
位
に
も
先

生
を
償
っ
て
想
い
出
の
多
い
お
尾
政
で
あ
る
。

今
般
、
浜
野
前
母
校
理
事
を
通
じ
て
、
本
学
に
建
物
を
譲
渡
し
て
も
良
い

と
の
内
談
が
あ
っ
た
た
め
、
解
休
の
上
母
校
が
譲
り
受
け
る
こ

と
L
な
っ
た

一
時
保
管
の
上
、

適
当
な
時
期
党
待
っ
て
、
校
地
の
一
隅
に
再
建
の
上
記

念
館
と
し
て
永
く
先
生
を
偲
び
度
い
と
、
福
島
学
長
以
下
母
校
で
計
商
さ
れ

て
い
る
建
設
予
定
地
等
は
末
だ
決
定
さ
れ
て
い
な
い
。

昭和33年10月15日

明
年
施
行
を
予
定
さ
れ
る
参
議
院
全
国

一
一
区
立
候
補
を
決
意
し
た
臼
歯
専
務
理
事
本

二
会
全
員
(
幹
事
)
鹿
島
俊
雄
君
は
先
般
白

二
民
党
に
入
党
し
た
。

広位 し党俊
くは 、問維こ
備 も問題君の
界ち窓 にの鹿
に論各 対入島

子園K.

S堅 5
11科 ぎ
学?
研 云
と止ー '"  

会 E
総 tf
会い
る

出
席
記

(
そ
の
三〉

ヲ
シ

ン
ト

ン
に

て

話
題
を
提
供
し
て
い
る
。

鹿
島
君
は
立
候
補
決
意
以
来

「
自
分
と
し
て
は
何
れ
の
党
に
入
党
す

る
か
主
一
玄
う
自
由
意
志
は
持
っ
て
い
な
い

日
掬
政
治
連
閣
の
推
薦
を
得
‘

日
本
密
科

医
師
会
が
単
一
候
補
と
し
て
推
薦
し
て
下

戸
る
以
上
、
日
本
商
科
医
師
会
々
員
各
位

が
‘
所
属
し
ろ
と
命
じ
る
党
に
入
党
す
る

考
え
で
あ
る
」
と
所
見

を

扱

歴

し
て
い

た。
こ
の
意
志
を
滋
ん
で

.
日
本
歯
科
医
師

政
治
連
盟
で
傘
下
会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
た
結
果
、
大
部
分
の
会
員
か
ら
自
由

党
に
入
党
す
べ
し
と
云
う
意
見
が
出
た
。

中
に
は
極
め
て
小
数
乍
ら
、

参
院
に
議
席

を
持
つ
以

f
は
緑
風
会
に
所
属
す
べ
き
で

あ
る
と
云
う
も
の
と
、
中
立
で
選
挙
戦
に

臨
み
、
当
選
の
暁
に
鹿
島
君
個
人
の
考
え

で
、
何
党

に
で
も
入
党
す
べ
き
だ
と

の
意

見
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
大
勢
は
自
由
党
入
党
を
希
切
出

し

「
鹿
島
君
に
参
議
院
に
議
席
を
占
め
て

も
ら
い
度
い
と
歯
科
界
が
要
望
す
る
の
は

大
い
に
歯
科
界
を
代
表
し
て
仕
事
を
し
て

も
ら
い
度
い
為
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は

絶
対
多
数
党
た
る
自
由
党
に
入
党
す
べ
き

で
あ
る。

そ
の
上
で
、
少
く
と
も
事
、
社
会
保
陪

に
関
し
て
は
鹿
島
省
の
意
見
が
、
党
の
政

策
と
な
る
様
努
力
し
て
も
ら
い
度
い
。

」

以
上
の
理
白
か
ら
日
本
歯
科
医
師
政
治

連
盟
竹
中
会
長
か
ら
自
由
党
入
党
今
鹿
尚

君
に
示
唆
し
た
。

こ
与
に
お
い
て
、
鹿
島
俊
雄
君
の
自
由

党
人
党
が
実
現
し
た
次
第
で
あ
る
。
今
後

問
者
が
党
公
認
候
補
と
な
る
時
は
、
有
利

田

賞R

庄
三
郎

そ
こ
で
副
村
先
生
の
仕
身
を
認
め
て
下

さ
る
な
ん
そ
の
ラ
イ
タ
ー
で
あ
る
花
沢
先

生
の
仕
事
も
是
非
詳
説
し
て
下
さ
い
」
と

少
々
思
い
き
っ
た
注
文
を
つ
け
、
デ
ン
タ

ル
コ
ス
モ
ス
に
出
向
載
さ
れ
て
い
る
先
生
の

お
仕
事
を
桁
介
し
て
お
い
た
。
ク
l
リ
ツ

ヂ
先
伊
は
「
必
ず
そ
う
す
る
」
と
約
束
さ

れ
、
手
帖
に
穴

出

5
R曲
芸
白
と
記
入
し

そ
れ
を
銘
犯
す
る
か
の
如
く
、

ハ
ナ
ザ
ワ

ハ
ナ
ザ
ワ
と
何
川
も
口
の
小
で
く
り
返
し

て
お
ら
れ
た
。

何
れ
に
し
て
も
、
私
と
し

て
は
、
思
い
が
け
ず
も
、
日
本
館
料
界
の

知
己
を
得
た
気
村
で
心
ふ
く
ら
む
田
川
レ
で

あ
っ
た
。

ス
コ
ッ
ト
氏
が

「
オ
ー
ル
ジ
パ
ニ

1
ズ

ス
イ
シ
ユ
は
何
う
だ
」
と
い
う
の
で
勿
論

大
賛
成
、
ク
l
レ
l
唱
と
い
う
ド
ク
タ
ー
の

市
に
同
乗
し
1
川
か
け
る
。
本
当
に
日
本

食
が
食
べ
ら
わ
る
の
か
と
期
待
し
て
ゆ
く

と
き
に
あ
ら
ず
、
ス
ト

y
p
ホ
ル
ム
と
い

う
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ス
エ

l
デ
ン
の
料
開
を

食
わ
せ
る
同
で
あ
る
υ

「
オ

ー
ル
ジ
ャ
パ

ニ
l
ズ
一
と
ス
コ
ア
ト
氏
が
し
ゃ
れ
た
の

は
そ
こ
の
魚
料
理
を
指
し
て
小
々
に
気
を

も
た
せ
た
わ
け
で
あ
る
。
少
t-A

が
っ
か
り

し
た
か
、
そ
の
科
裂
の
小
に
日
本
の
シ
メ

サ
パ
そ
っ
く
り
の
が
あ
っ
て
大
い

に
美
味

で
あ
っ
た
。
私
は
こ
の
北
欧
製

シ
メ
サ
パ

を
む
さ
ぼ
り
食
い
つ
つ
す
し
や
う
な
ぎ
の

説
明
を
し
た
。
ワ
イ
ン
と
魚
で
す
っ
か
り

メ
ー
ト
ル
の
上
っ
た
頃
ス

1

y

ト
氏
が
仏

の
科
に
口
を
よ
せ
て
「
金
は
払
わ
な
い
で

よ
ろ
し
い

、
今
円
は
彼
の
お
ご
り
だ
と
ド

ク
タ

ー
ク
1
レ
ー
を
目
で
さ
し
た
。
僕
も



〈

し
か
ら
ば
と

い
う
事
で
、
も
う
一
血
北
欧
一
に
な
げ
か
け
て
見
た
い
気
に
な
っ
た
事
で
一
る
。
し
か
し
こ
れ
は
お
世
辞
に
す
ぎ
な
い
一
電
子
顕
微
鏡
と
取
組
み
、
日
夜
研
究
に
没

産
シ
メ
サ
パ
を
注
文
す
る
こ
と
に
し
た
。

一
あ

る

。

一

こ

と

は

は

っ

き

り

し

て

い

る

。

次

回

の

F
一
頭
せ
ら
れ
、
幾
多
の
研
究
業
績
を
発
表
し

そ
こ
を
出
た

の
は
十
一
時
も
姐
っ
た
頃
か

一

グ
リ
l

y
フ
ィ
ー
ル
ド
ヴ
イ
レ
ツ
ヂ
は

一
I
D
が
ド
イ

ジ
で
開
か
れ
る
こ

と
は
既
に
一
て
居
ら
れ
た
。
こ
と
に
各
種
動
物
の
歯
牙

上
気
し
た
頬
に
、
ま
だ
う
す
ら
寒
い
春
の

一
へ
ン
リ

1

・
フ
ォ
ー
ド
の
所
有
で
、
宏
大

一決
定
済
み
な
の
で
す
か
ら
。
し
か
し
ア
メ
一
の
比
較
研
究
の
業
績
は
、
電
顕
学
界
に
お

夜
風
が
快
い
。
デ
ト
ロ
イ
ト
河
の
対
岸
は
一
な
地
所
に
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
的
な
建
物
を

一
リ
カ
人
と
い
う
の
は
実
に
如
才
な
い
性
格

一
い
て
も
注
目
さ
れ
て
い
た
。
昨
コ
一
十
二
年

す
で
に
カ
ナ
ダ
で
あ
る
。

「
カ
ナ
ダ
は
土

一
内
部
の
設
備
と
共
に
多
数
移
し
建
て
て
あ

一
の
持
主
で
、
こ
ん
な
見
え
す
い
た
お
世
辞
一

八
月
、
完
成
し
た
業
績
を
東
京
大
学
医
学

の
色
は
も
ち
ろ
ん
、
空
の
色
ま
で
こ
こ
と

一る
、
毛
色
の
変
っ
た
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
で
あ

一
で
も
決
し
て
い
や
味
を
感
じ
さ
せ
な
い
か
一
部
に
学
位
請
求
論
文
と
し
て
提
出
中
で
あ

は
違
う
ん
だ
」
と
ス
コ

y

ト
氏
が
そ
ち
ら

一
る
。
こ
の
村
内
に
は
昔
そ
の
ま
ま
の
箱
馬

一
ら
不
思
議
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
氏
も
現
わ

一っ

た
が
、
藤
田
恒
太
郎
教
授
主
査
と
な
ら

を
指
さ
し
て
一一宗
う
。
威
か
本
当
か
知
ら
な

一
車
が
通
っ
て
い
て
、
人
々
は
そ
れ
に
乗
っ

一
れ
る
。
「
わ
あ
い
、
ガ

1
ル
を
両
手
に
か
一
れ
、
慎
重
な
審
査
の
結
果
、
本
年
四
月
十

い
が
。

一
て
見
物
し
て
歩
く
と
い
う
仕
組
に
な
っ
て
か
え
込
ん
で
何
の
話
を
し
て
る
ん
だ
」
と
一
六
日
満
場
一
致
を
も
っ
て
、
同
教
援
会
を

第
二
日
目
は
午
前
中
丈
で
午
後
は
再
び

一い

る
。
エ
ヂ
ソ

シ
の
ラ
ボ
ラ
ト
リ

l
の
机

一例
に
よ
っ
て
早
速
冷
か
さ
れ
る
。
こ
の
国
一
通
過
、
七
月
五
日
付
に
て
栄
あ
る
学
位
記

ド
ク
タ
ー

ク
1
レ
!
の
案
内
で
フ
ォ
ー
ド

一
上
に
は
、
エ
ヂ
ソ
シ
作
製
の
電
球
や
蓄
音

一
に
は
、
五
十
才
六
十
才
の
ガ

1
ル
が
実
在
一
を
受
領
せ
ら
れ
た
。
誠
に
御
同
慶
の
至
り

自
動
車
会
社
と
グ
リ
ー
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
ピ

一
機
と
共
に
、
例
の
日
本
の
団
扇
も
お
い
て

一
す
る
の
で
あ
る
。
日
本
人
に
は
一
寸
想
像
一
で
、
謹
ん
で
祝
福
申
上
げ
る
。

レ
ヂ
を
見
学
す
る
。

一
あ
る
。
ジ
J

ネ
ラ
ル
シ
ョ
ッ
プ
(
今
の
ド

一
も
つ
か
な
い
が
、
良
い
年
を
し
た
お
ば
あ
一
頭
脳
明
析
だ
っ
た
同
君
は
、
在
学
中
は

フ
ォ
ー
ド
会
社
は
き
き
し
に
優
る
大
規
一
ラ
ソ
グ
ス

ト
ア
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

一
さ
ん
が
z
J
E
E
白
円
巾

2
Z
間
王
こ
な
ど
と

一
総
代
と
し
て
同
級
生
の
面
倒
を
見
な
が
ら

模
な
も
の
で

一
鰐
す
る
。
原
材
料
か
ら
赤
一
の
よ
う
な
も
の
〉
は
子
供
の
頃
の
懐
し
い

一
様
拶
代
り
の
お
枇
辞
を
云
い
合
っ
て
い
る

一
勉
学
に
励
み
、
勤
労
動
員
に
あ
た
っ
て
は

熱
さ
れ
て
取
り
出
さ
れ
た
鉄
見
が
、
何
回

一
駄
菓
子
屋
の
よ
う
な
に
お
い
を
今
で
も
充
の
は
毎
日
の
こ
と
な
の
で
あ

る

。

一

自
ら
率
充
骨
身
を
惜
ま
ず
全
く
献
身
的
な

も
ロ
ー
ラ
ー
に
か
か
っ
て
い
る
間
に
最
新
一
た
し
て
い
る
。
貴
金
属
庖
に
は
、
金
鎖
や

一

一
努
力
を
続
け
、
衆
望
を
一
身
に
集
め
て
お

型
自
動
車
の
天
井
や
ド
ア
ー
や
窓
わ
く
に

一
古
び
た
細
工
物
の
聞
で
、
昔
の
大
き
な
懐

一

1ー
ー

ー

l
il
i
-
-一
一

ら

れ

た

。

な
っ
て
ゆ
く
の
を
、
子
供
の
よ
う
な
不
思
一
中
時
計
が
そ
の
ま
ま
正
し
く
時
を
刻
ん
で

一

一
学
位
受
領
者
紹
介

一
一
ま
一
市
後
、
診
療
の
傍
ら
、
種
々
な
る
研

穏
な
気
持
で
見
て
廻
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
氏

一
い
る
。
織
物
工
場
で
は
、
木
製
の
ひ
な
び

一

「

1

1

1

1

-

-

-

一
一
究
発
明
に
手
を
染
め
、
数
々
の
特
許
を
得

は
わ
れ
b
誌

は

州

市

取

れ

沼

町

山

一
山

時

川

崎

山

立

げ

い

け

吋

孜

前

い

)
一刊

作

一

陣

td
や

ま

も

と

か

ず

な

り

古

川

民

民

間

三

月

場
が
休
止
し
て
い
る
の
を
見
て
、
「
オ

1
一
大
変
楽
し
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

一一

h

J
j-晶
君

は

愛

知

県
型
川
市
一

ル
ギ
シ
用
の
ト
レ
ー
が
同
君
の
特
許
品
で

パ
1
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
」
と
急
に
真
一
則
自
一

見
学
を
終
え
た
の
は
当
村
入
口
の
閉
じ

一一
備

し

ぶ
紘
一

畠
生
れ
昭
和
-
十
八
年
県
一

あ
る
こ
と
を
、
知
る
人
は
少
な
い
で
ゐ
ろ

顔
に
た
る

一
ら
れ
る
五
時
か
っ
き
り
、
ス
ピ
ー
ド
リ
ミ

一

pi'F'dH
立
豊
橋
中
学
校
卒
業

一
う
。
願
わ
く
は
、
今
後
は
健
康
に
充
分
留

製
産
過
剰
で
こ
の
組
立
工
場
は
一
週
間

一
ッ
ト
四
十
哩
以
上
六
十
五
哩
以
下
と
い
う

一h
i

ー
い
同
年
四
月
一
東
京
術
科
一

意
せ
ら
れ
、
社
会
の
た
め
、
歯
科
医
界
の

お
き
に
操
業
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

一
立
体
交
叉
の
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
ェ

イ
を
突

一
医
学
専
門
学
校
入
学
、
大
東
亜
戦
争
の
真

一
た
め
存
分
な
る
活
障
を
遂
げ
ら
れ
ん
こ
と

に
伴
な
う
失
業
対
策
は
、
こ

の
所
毎
日
の

一
走
り
な
が
ら
、
私
は
う
つ
ら
う
つ
ら
と
ま

一最
中
の
こ
と
と
て
、
勤
労
動
員
に
明
け
暮

一
を
祈
っ
て
止
ま
な
い
。
(
松
宮
誠
一
誌
)

よ
う
に
新
聞

テ

レ

ピ

で

問

題

に

な

っ

て

い

一

ど

ろ

ん

で

し

ま

っ

た

。

一

れ

し

た

学

生

々

活

を

経

て

終

戦

を
迎
え
、

一

主
論
文

る
の
で
、

私
も
あ
ら
た
め
て
ア
メ
リ
カ
の

一

夜
は

I
A
D
R
、
宅
催
の
カ
タ
テ
ス

l

一
昭
和
二
十
二
年
三
月
戦
後
最
初
の
卒
業
生
一
象
牙
細
管
周
囲
の
構
造
に
つ
い
て

儲
み
に
触
れ
た
よ
う
な
不
安
を
感
じ
る
、

一
テ
ィ
!
と
パ
シ
ケ
ヅ
ト
。
一
寸
時
聞
が
あ

一
と
し
て
学
窓
を
巣
立
ち
、
第
一
回
国
家
試

一

参
考
論
文

実
際
こ
れ
丈
の
工
場
に
何
所
に
い
る
か
と

一っ
た
の
で
一

瞬
間
り
し
、
シ
ャ
ワ
ー
を
あ
び

一験
も
無
事
通
過
、
一
時
母
校
保
存
学
教
室
一

い
ぶ
か
ら
れ
る
位
人
影
は
少
な
い
の
で
あ

一て
出
か
け
る
。

会
場
は
ホ
テ
ル
ス
タ

ト
ラ

一
に
お
い
て
杉
山
教
授
の
抵
導
を
受
け
て
居
一
湘
蝕
象
牙
質
の
電
子
顕
微
鏡
観
察
他
六

る
。
こ
の
空
間
を
制
し
て
い
る
の
は
メ
カ

一
!
の
ポ

1
ル
ル

I
ム
で
あ
る
。
余
り
の
華

一
ら
れ
た
が
、
父
潜
の
要
請
に
よ
り
心
な
ら
一
舞

ニ
ツ
ク
な
機
織
の
み
で
、
ニ
ン
ゲ
ン
は
そ

一
や
か
さ
に
気
掬
さ
れ
て
い
る
僕
に
、
同
情

一
ず
も
二
十
四
年
帰
郷
、
父
若
を
援
け
て
診
一

の
巨
大
さ
と
無
気
味
な
騒
音
の
中
に
か
き

一
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
装
い
華
や
か
な
二
人

一療
に
従
事
す
る
こ
と
三
年
、
燃
ゆ
る
よ
う
一

吉

岡

登

君

消
さ
れ
て
影
も
定
か
で
な
い
存
在
と
な
り

Z
Z婦
人
が
つ
か
つ
か
と
寄
っ
て
来
て
一
な
向
学
心
は
抑
え
る
術
も
な
く
、
幾

度

土

問

1

1
1
1
1a

吉
岡
君
は
、
千
葉
県

終
っ
て
い
る
。
現
代
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
巾

に

吉

相

手
を
し
て
呉
れ
る
。
「
今
度
の
F
I
一
厳
父
に
懇
請
さ
れ
た
結
果
ゃ
う
や
く
に
そ

長

‘

留

，

脳

に

生

れ

、

昭

和

二

十

埋
没
し
て
乍
き
る
人
聞
の
こ
の
不
安
定
感

一
D
総
会
(
露
歯
科
学
会
議
)
は
東
京
で
一
の
許
可
毒
ら
れ
、
二
十
七
年
、

同

級

生

一

周

哲

也

温

一
年
三
月
千
葉
県
立

を
放
復
す
る
に
は
何
う
し
た
ら
良
い

の
主
と
い
う
噂
が
あ
り
ま
す
よ
」
と

彼

女

ら

の

干

あ

る

国

首

教

授

を

介

し

て

わ

が

病

理

一

理

事

ヘ

ニ

葉

中

学

校

卒
業
問

ろ
う
か
。
私
は
こ
ん
な
葉

に
満
ち
た
全
一
人
は
云
う
。
他
の
一
人
は
「
そ
の
時

の
↑
学
教
室
に
入
室
せ
ら
れ
、
当
時
す
で
に
二
開

Y
E
t
-
-げ
己

年

四
月
東
京
歯
科
医

式
主
義
的
な
談
題
を
‘
ふ
と
ス
コ

y
ト
氏

一
為
に
日
本
語
の
勉
強
中
」
な
の
だ
相
で
あ
一
家
を
な
し
て
い
た
回
熊
助
教
授
と
と
も
に
一
学
専
門
学
校
入
学
、
二
十
五
年
一
二
月
卒
業
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直
ち
に
研
究
科
に
入
学
、
翌
二
十
六
年
研

究
科
卒
業
と
同
時
に
、
補
綴
部
助
手
を
命

ぜ
ら
れ
、
三
十
年
四
月
東
京
歯
科
大
学
講

師
に
昇
任
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

二
十
七
年
四
月
よ
り
当
病
理
学
教
信れい
に

学
内
留
学
生
と
九
七
入
室
、
閏
熊
助
教
授

に
つ
い
て

・
電
子
顕
微
鏡
学
の
研
究
に
従

事
、
病
院
の
診
療
が
終
っ

て
か
ら
夜
遅
く

ま
で
の
杏
聞
は
真
に
涙
ぐ
ま
し
い
も
の
で

あ
っ
た
。

公
表
し
た
研
究
業
緩
も
す
で
に
二
十
篇

に
及
ん
で
い
る
。

昨
三
十
二
年
五
月
、
腕
蝕
問
題
を
主
論

文
と
し
て
慶
応
大
学
医
学
部
に
学
佼
請
求

中
で
φ

め
っ
た
が
、
主
査
小
林
忠
義
教
授
外

遊
の
た
め
審
査
が
や
や
後
れ
た
が
、
本
年

六
月
二
十
三
日
の
審
査
会
に
満
場

一
致
を

も
っ
て
め
で
た
く
同
大
学
教
授
会
を
通
泊

八
月
五
日
付
で
栄
あ
る
学
位
記
を
受
領
さ

れ
た
。誠
に
お
目
出
度
き
限
り
で
心
か
ら
祝
福

申
上
げ
る
し
だ
い
で
あ
る
。

以
後
は
北
村
教
授
、
鵜
養
助
教
授
の
片

腕
と
な
っ
て
本
学
補
綴
部
の
重
鎮
と
な
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
止
ま
な
い
。

な
お
、
同
君
は
近
々
良
縁
を
得
ら
れ
て

華
燭
の
典
を
挙
げ
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。

重
ね
が
さ
ね
の
御
慶
事
に
対
し
諌
ん
で

お
喜
び
申
上
げ
る
。
(
松
宮
誠
一
誌
)

主
論
文
象
牙
質
踊
蝕
の
電
子
顕
微
鏡

に
よ
る
観
察

参
考
論
文

超
薄
切
片
に
よ
る
歯
牙
組
織
の
電
子
顕

微
鏡
的
研
究

他
十
一
篇

原

稿

に

つ

い

て

お
送
り
頂
き
ま
し
た
原
稿
は
出
来
る
だ

け
次
号
に
掲
載
す
る
様
、
編
集
部
で
努
力

致
し
て
お
り
ま
す
。

次
号
は
ク
ラ
ス
会
の

記
事
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
ど

う
ぞ
早
め
に
原
稿
を
お
送
り
下
さ
い
。

お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。編

集

部
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昭
和
三
十
三
年
度
の
総
会
は
七
月
二
十

日
北
海
道
歯
科
医
学
大
会
終
了
後
、
大
型

パ
ス

に
分
乗
し
、
山
水
の
美
を
愛
で
な
が

ら
夕
刻
定
山
渓
温
泉
に
到
着
。
全
道
各
地

よ
り
馳
せ
参
じ
た
同
窓
は
久
方
振
り
の
会

合
に
肩
を
抱
き
、
手
を
娠
り
合
っ
て
心
か

ら
嬉
し
そ
う
で
あ
っ
た
。

午
後
七
時
よ
り
宿
舎
定
山
渓
ホ
テ
ル
会

議
室
で
石
川
次
三
氏
司
会
の
も
と
に
、
総

会
を
聞
き
、
先
ず
物
故
会
員
の
黙
初
、
次

い
で
九
崎
市
見
会
長
挨
拶
、
来
賓
松
守
口
教
授

の
お
話
を
終
り
、
座
長
に
空
知
の
鈴
木
繁

一
氏
が
推
さ
れ
て
、
山
内
長
の
指
、
川
?
に
よ
り

庶
務
会
計
報
告
(
太
田
秀
夫
氏
〉
。
ム
パ
持

増
額
の
件

(承
認
)
。
会
費
を
健
保
よ
り

差
引
く
件

(
承
認
)
等
が

A
涜
さ
れ
た
。

さ
ら
に
九
津
見
会
長
満
州
矧
の
と

こ
ろ
刷

川

の
木
津
氏
よ
り
の
助
一
演
で
重
任
と
一
、
，ι

し
た。つ
い
で
九
津
見
会
長
よ
り
会
長
交
ぷ
の

挨
拶
と
、

前
道
歯
会
長
林
武
夫
氏
一
小
じ
任

に
よ
る
辞
職
及
び
之
に
伴
う
剣
山
丈
次
郎

氏
会
長
選
出
に
到
る
ま
で
の
経
過
品
川
が

あ
っ
た
。

終
り
に
旭
川
の
木
津
氏
の
動
議
で
西
村

会
頭
交
通
事
故
負
傷
入
院
に
対
し
て
の
御

見
舞
の
件
等
可
決
し
、
無
事
総
会
を
終
っ

た
。総
会
終
了
后
、
各
員
は
部
屋
割

に
従
っ

て

一
度
部
屋
に
落
着
き
、
七
時
五
十
分
大

広
間

に
集
ま
り
記
念
撮
影
、
八
時
よ
り
大

懇
親
会

に
移
っ
た
。

先
づ
松
宮
教
授
、
鹿
島
日
歯
専
務
理
事

を
主
賓
と
し
て
全
会
員
着
席
。
九
津
見
会

昭和33年10月15日
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フ

jき;

長
挨
拶
の
後
訟
宮
教
授
の
謝
辞
が
あ
り
、

つ
い
で
定
山
渓
温
泉
の
美
形
多
数
が
花
の

如
く
出
現
、
た
ち
ま
ち
懇
親
会
の
和
気
満

ち

/
，¥¥

互

に
杯
を
あ
げ
て
い
る
内
に
、

別
席
宴
会

(
日
大
校
友
会
)
に
御
出
席
中

の
佐
藤
運
雄
日
歯
会
長
、
日
大
岩
垣
教
授

が
、
主
口
々
の
お
願
を
快
く
許
さ
れ
、
こ
の

席
に
御
光
来
さ
れ
、

懐
旧
談

に
母
校
の
昔

話
り
を
し
て
下
さ
っ
た。

一
同
ゃ
ん
や
/
¥
の
拍
手
で
あ

っ
た。

そ
の
内
会
員
の
手
口
問
、
歌
、

等
の
か
く

し
芸
の
コ
ン
ク

ー
ル
や
ら
美
形
の
舞
踊
や

ら
で
時
の
過
ぎ
る
の
を
忘
れ
、
午
後
十
時

半
懇
制
刷
会
の
幕
を
と
ぢ
た。

道
連
合
同
窓
会

第

一
回
支
部
長
会
議
聞
か
る

八
月
-
一十
一

日
午
前
八
時
半
よ
り
定
山

渓
祖
泉
、
定
山
渓
ホ

テ
ル
の
会
議
室
で
全

道
連
合
同
窓
会
の
第

一
回
支
部
長
会
裁
を

聞
き
厄
の
事
附
を
決
定
し
た
。
山
間
ほ
出
席

支
部
い
一
は
左
の
通
り
で
あ
っ
た
。

札引

い
川
女
太
(
仰
い
知
新
支
部
長
)
松
川
健

一

一 4

「
仰
し
刈
専
務
)
竹
善
威
(
市
広
)
伊
藤一

時間じ

ぺ
北
見
)
、
太
問
秀
夫
(
小
樽
)
、

一

件

AAHU
三

(
旭
川
)
、
筒
浦
武

犬

(
札
幌
)一

九
津
見
会
長
。

一

付

川

年

度
同
窓
会
総
会
開
催
地
を
旭

一

川
郊
外

の
名
件
地
で
あ
る
同
穴
川
町
と
、
決

一

定
。付

準

備

担

当

を
旭
川
支
部
に
委
す。

一

国
同
窓
会
は
織
和
と
制
作
を
第
一

と

一

し
、
併
せ
て
医
政
面
に
お
け
る
努
力
の
仲
一

長
を
期
す
る
こ
と
と
す
。

一

同

連
合
同
窓
会
の
最
高
意
志
は
そ
の
一

決
定
機
関
を
支
部
長
会
議
と
す
る
。

一

国

連
合
同
窓
会
役
員
を
左
の
如
く
決

一

定
し
た

。

(
敬
称
、
順
位
略
)

一

会

長

副
会
長

幹

事

九
津
見

盛

筒

浦

武

夫

(
札
幌
)

林

武
夫

石
井

次
三

末
広

良

一

宮
前
利
八
郎

田

村

元

(小
樽
)

長
谷
川

術

太

田

秀

夫

佐
々

木

洋

館
山
文
次
郎

平

井

猛

九
津
見

敦

以

上

杉
田

森巣 小 原
山林

千

葉

県

支

部

猛
暑
の
八
月
十
日
千
葉
市
に
於
て
昭
和

三
十
二
年
度
支
部
総
会
を
聞
き
ま
し
た
。

午
前
中
は
型
通
り
予
算
案
、
決
算
報
告
の

審
議
に
終
始
し
ま
し
た
が
同
窓
会
と
は
思

え
な
い
程
熱
心
な
質
問
攻
め

に
担
当
幹
事

は
い
さ
L
か
パ

テ
気
味
で
し
た
。
正
午
、

母
校
よ
り
福
島
学
長
、
大
井
教
授
を
お
迎

え
L
、
斗
県
に
於
け
る
大
学
院
建
設
実
行

委
員
会
を
聞
き
ま
し
た。

日
頃
委
員
各
位

に
如
何
し
し
て
順
調
に
遠
か
に
募
金
額
を

末
:r 
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目先 で ま のが fらわ県の )11い会 二 催十に の ち さ)学 1数 さ授ぺがン近び校 致負説悩
禁5 誌主計震よてな言明妥当塁手?坊主23目二計量52f量限 主5里t
日 りお 。事のにつメ 位 のは の県 と 場 るプてを話 械 の且し改で講 とはしぎ病 い しれ 承 て

空語手星空比毒襲 トムニム」鎚事rlO:-- or- 、二~ 令書震宗ぎ去塁塁R初
六茂嵐勝 、考敏E.電宗、宮ゴ議議震摂三 Jfh43Lq;? た連しで 、 。の よ新秋
汗おれ持零時川容!礎部判弘ざ 翌JiJJ宮司官室即時
百昼 、木俳品 川 n一司 一置祖国盟国圃圃圃園田ーーーーー '. 画 - 席冷 後 生氏増専本境
校 回 義二 上保 11哩... 霊D 署哩軍軍蓮華軍軍軍事事聾 者 気 ーと後額務 、の台
正 藤 村 一郎稔清 . 企遭 w}lf環迎盤怠鑑語雪認属議開臨書購1">はを r午 、援 、を 回越 風
一哉 i等 .、、 江古:[ '，<j轟轟軽主位置費臨昏轟誌面符轟轟~時訟川 左 満 、 鹿会次迎村後 I克
二、 親 小 安 増 、、 量重点窟霊通園忠造起草.'"'~竃ut咽~岳会iJ"J，- の 喫 懇島 の 期 え 両湯後
松八、紛藤村竹 永ιf週盛岡謹蓬:f;署医事湧漂理豆品私薬護Z昼 夜軍弘.. ~ 会し親専 件 問 、先沢の

岩間話芝府軍兵盆濯甥聾弘主溜鑑 檀盤漣掴幽JZ合警52警守奇
岩茂 '~Xl 川 町 、 郎 八 明君ら品二呆LF吋戸一.~恐喝同ヘベあ 時う 務き 地 会閣に こ
¥守f!I'，、j持 、!'m'./" / I ¥ '¥.. ~ る半 つ演協 (員 科於 十
皆大 、 、径百i上jf 、どて _ /_  / ‘ 1 →'¥.. -= ........ 。閉りを議中五医て八

藍
野
、
浅
野
、
岡
崎
、
杉
山
(
開
)
福
田
、

百
束
、
林
、
榎
木
、
鈴
木
、
井
上
、
池
田

黒
田
、
相
原

(

百

東
沼
山
)

昌武覚辰
雄雄一 己

新

潟

県

支

部
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夢
と
希
望
に
泌
れ
、
青
春
の
血
を
沸
ら

せ
つ
L
母
校
を
巣
立
っ
た
あ
の

日
が
未
だ

つ
い
こ
の
間
だ
っ
た
様
な
気
が
し
て
ゐ
る

の
に
今
年
は
早
く
も
二
十
七
週
年
を
迎
え

た
訳
で
す
。
二
世
が
が
っ
ち
り
後
を
継
い

だ
り
、
係
が
あ
っ
た
り
、

コ
一
人
目
の
奥
様

ι琴
悉
相
和
し
て
い
る
の
や

.
立
派
な
社

会
人
や
、
政
治
家
ゃ
、
大
学
の
教
授
や
、

病
院
の
院
長
ゃ
、
こ

っ
/
¥
と
歯
科
済
生

に
打
込
ん
で
ゐ
る
の
や
、
頭
も
薄
く
な
っ

た
り
白
く
な
っ
た
り
太
っ
た
り
病
せ
た
り

貫
録
も
充
分
の
様
々
の
変
り
方
で
は
あ
る

が
人
生
の
過
半
は
既
に
過
ぎ
去
っ

た
訳
だ

友
あ
り
遠
方
よ
り
来
た
る
亦
楽
し
か
ら
ず

や
で
す
会
へ
ば
昔
の
紅
顔
の
美
青
年
に
な

れ
て
思
ひ
出
は
尽
き
な
い
。

級
会
総
会
は
毎
年
東
京
を
隣
れ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
が
一
昨
年
は
箱
根
で
昨
年
は

熱
湯
で
開
い
て
地
方
か
ら
の
参
加
者
も
意

外
に
多
く
毎
回
施
大
に
楽
し
い
集
り
.
た
つ

・
1
今
年
は
京
都
の
小
池
若
他
の
熱
心
な
勧

誘
で
京
都
に
聞
く
こ
と
に
決
定
さ
れ

た

(

昨
年
の
熱
海
総
会
で
)
日
本
を
代
表
す
る

古
都
の
秋
色
を
賞
で
つ
斗
一
日
一
夜
の
旧

2

交
を
ね
め
友
情
の
鮮
を
な
ひ
足
さ
う
で
は

な
い
か
、

詳
細
は
目
下
準
備
に
奔
走
さ
れ

て
ゐ
る
関
西
有
志
に
よ
り
再
報
さ
れ
る
が

予
定
は
次
の
様
で
す
。

一一
山
一
山
一一
問
中
川
い
い
一

昭

二

会

便

り

次広i口長苅彦(古川
男 r~ 谷 、、 対i 吉
、恥l義川字問 、必
行 、、 ~~竹田frl，j
形芳、 D. 、災一回坂
紫十念達郎 向
l勝俊嵐山 、、 実善

、 ~41ì重紀星玉 、 作
山、之夫野 一)¥:西
官佐 、、 光秀山山
哲藤勝広男 UR秀本
郎泰芥瀬 、、 夫
、彦義正小滑 、車L
、介威林水消 、
河 、、 弥水 岡
内手巻茂寿直田

自 ら本一 一 一ー さ 十に なか
保連迄準年 、 、口、、 い何の決が 、会 胆
町絡に備は会伊 集目 。卒声めら本負 "ロ
一場必の特費豆 合時 楽科をま伊年の 年
ノ所着都に伊場 し障問し 豆は皆 金
十 す合個参 東 所十 く繰くた伊久様 冨
電九東るも人千温 ，ー 旧合年。東し元 三
京様あ宛円泉 東月記 交せに 卒温振気 IIJ

話 都ーり通( 京二 をの 入二 業泉りで 旅
( 千報来知当ノ、 駅日 温上 iノ以ににお 正午
30渋代願るは日ト (正 め多ま来旅青変 ・4
)羽田い十し持ヤ 西午 ま数し二行 海り
四甘区ま月ま参旅 口集 し御た十す 原有
--""-神すこせ〉餓 )合 よ参。四るをま
八ヰ回。十ん一笑 う力日年こ眺せ
番麿神八か泊車 。下五とめん

のくお をしす号 まつ知旅阪如と
御 三払会 お ばがれ 猶すてを館阜くと E科 目
健十い費詫ら、、 、 。御おで県趣思久 証
l勝二願末びく十不昨 参受開新をい会
を年い納致おー準年 力日取催鵜変ま治 久
お分まのし符月備末 下り致沼えす泊
析かす方まち仁の発 さのし(て。、 A

りら 。はす下発た行 むこま犬 、今お 玉
致三会、。さ行め予 こーす 山卜 年元
し 百費佐 い致遅定 とと。城ーの欠
ま円は藤 。し延の を思す対月紋で
(すで御安n 遅ま し榔 おいで岸二会御
高 。す承也 れすて子 願まに〉 日は[1;
橋 。知幹 たかおの いす案の (予脱
記 諸の事 こらり実 致。内喜 日定の
) 君主日宛 と今ま 8 し奮通 月)の こ

席た員長め向果右
を。大て目百の 八七六五四三二一
希絶な三下予告在日
望好級十のにく ト ニL懇物修見場日
しの会五集準関 六縦親故 覚
まチが名計備 西 日物会者院学所時
すヤ開内に rl'幹 癒
。ン催外 依に 事覧は自が立京霊 H特秩ホ京 九十
ス さの れ つ連 パ由用派美祭の別風テ都時ー
でれ出ばきの ス行 意な入 場の ノレ駅 月
する席夫御努 に動さ家多 所計森玄ス 十
(奮こ申入期カ 依とれ宝数 で回関テ 五
西っと込同待に るしる級参 なヱ ! 日
姻てに者伴を依京希の加 い場シ
記御なあを乞り都望も と ョ午
〉出つり合ふ効遊者の 駄 シ前

いすにす行てにて 母学い千でほ スの
。かがに下出御な校院ま豆1.開ね今会こい
同与 、対さ席案おももす百催お年のとそ
時わハし いの内詳是予様円致りは時 L む
にらガて。余致細非定おですで 、期存会
近ずキ日午本暇しは御通願すこ 、坂とじの
i兄必の年会をま i自民;りひ。と十本なま皆
もず御かと作すっ下発致可にー ・ りす様
必頂返ら しる 。てさ足し及な丹青ま。 、
ずき事準て機 今「主 いしま的り 三柳 し今御
御たは備懸準か復。、す多ま日 ・た年元
(記 い出し案備らハ 発。数し 、整:。も気
松 1 と欠てのし F ガ 展母出た東藤 まで
山ハ 思の お会てラキ 途校席。京君 た街l
記下ぃ有 り報おスを 上 の下会温の ク活
)さま無 ま発い会 以 の大さ費泉御 ラ躍

い

そ

む

会

(
第
五
十
六
期
会
)

いこだ でい見 13I.、lTぅ;こがのる のが年前くーま珍加で御
たんま 開は。て毛ひにりさ嫁手 、小記燐のは三枚れ 顔を開 案卜 + 
り なだ業なこ居が出きもせに伝勉生とか会北十私るの待き内 ~q I 

す時心三いれれ増しく云ら行を強のしな誌非周宅次出つま通会
るに配十かがば へて 。つれっさを頓ていを，忘年ま第席ばすり卒 四
の旧と年し卒 、老ゐ長てたたせ統児楽私焼れをで。がか。十業
も友苦近ら業末限る男居 、と様けもしにいず記下飛多り準一参 A 

良と労く。三を鏡 、のら他恩かさ来んはたに念さ入数 、備月拾 玉
し合 か残 十然の物嫁れ力っとせ年で時方願すれり来今も二周
叉つらつ 年じ度忘のなとた思るは来折がまる ば大て私整 日年
旅て開た のるがれ心いはら 案べ大たの多す為 O歓居のひ午記
に話放も 私の進の 配 、言 も最き学。懐い。の ・iillる処諸後念
うしさの 逮 もむ度を 晩へう中か を し事卒会 Kだ大へ氏三祝
さ合れは の無主が滋酌馬お、、卒 いと業誌。がい 地の時 資
をいな? 昨混 入過妻が鹿祖長税業 想思十の叉棄に方御二会
晴聞いま 今なをまが やば様女爺す 出ふ周寄永書楽の参葉は

送度 至と げ方れ御主義げす京てつ年期うます
昭 りの(急思 ーま々ま出行ま。区はては会時す が大 ー
辛口 下 会会被い期すに し席 さす詳真 、お各だ期。 、変
三 さ設計筈ま会。刻たをれ。細砂十り地ょがさ皆永
十 る未係状すと しが 大ま街は悶Tーま支り近て様い
三 よ 納 よ況のし ま 、にす 、往の月す部」ず、に問 問
年 うのりをでて し 此歓の今復浩二。毎 にいそ は御 問』

九 お方 、お御何 て度迎 で 秋は雅日中にあてろ御無
月 願は 一 知多か 心の致地はが班 、央開り参そ健沙
こ いな昨ら虻御 か7rLτF大きで午本 催まりろ l隊ik 会
十 致る年せ中役 ら 手Jま支 学で行后部すすまクの致 A 

八 しベ度下恐に 御 をす llil祭御 ぅ五に るよ し ラこし
日延まく及さ縮 タ: 見 被。の が通 品 時 お こう たスとて
す早び い で t， V.'I ら riI //感知 rかきとに。会とお
。く昨。すた rpれ l 々大 申 定らまに 、「を存り
記 御年 がい 上た.iKの に上 で文しな今一行じま

五

十

鈴

会

一
す
の
も
気
分
転
換
、
翌
日
の
糧
と
な
る
と

云
ふ
も
の
一
別
以
来
の
友
の
消
息
を
知
り

五
十
五
期
卒
業
生
諸
君
ょ
、
御
先
気
で
た
い
と
願
ふ
の
も
私
だ
け
で
は
あ
る
ま
い

す
か
、
恒
例
の
同
窓
会
と
F
ラ
ス
会
開
催

一
あ
と
十
年
で
六
十
過
ぎ
る
同
十
問
年
会
に

の
日
も
近
ず
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、
五
拾

一は
山
川
る
の
も
似
劫
に
な
り
其
の
島
町
誰
九
に

有
余
名
の
盛
会
で
不
当
に
心
強
く
感
じ
た

一も
逢
は
ず
で
は
東
京
で
勉
学
を
し
た
甲
斐

次
第
で
す
。
本
年
七
世
間
障
繰
り
合
せ
て
御

一も
な
い
と
云
ふ
も
の
何
校
の
新
校
舎
と
近

出
席
を
賜
り
、

一
夜
、
旧
交
を
恨
め
、
明

一代
設
備
、
新
点
数
に
芸
く
今
後
の
医
業
イ

日
の
源
動
力
と
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
凶
針
の
研
究
等
大
き
な
参
考
と
な
る
。
オ
栄

供
H
、
場
所
、
時
刻
は
決
定
次
第
、
追
っ

一
し
て
帰
る
子
供
達
へ
の
九
き
理
解
者
と
な

て
御
通
知
す
る
所
存
で
を
り
ま
す
。
一
る
為
に
も
又
引
返
り
の
為
に
も
ね
。
各
位

(
世
話
人
会
〉

一
の
御
参
加
を
待
っ
て
案
内
と
し
ま
す
。

一

東
京
渋
谷
代
々
木
初
台
五
凶

O

便

り

幹
事
高
橋
初
太
郎
記



昭和33年10月25日

せスりす。 学
致会 、 皆

校に総会
しの我さ様 一同IJ
まf備1皇々てに 集合一十
士学 、は 五
が部恒義 期 し月 辰
整五例々 て九
い期の健御 卒 出目
ま生同 業 発(
L警窓 IJ券 生 ¥日、J d・・，』、
た一会の 各
の 回も 竜王 午

で 目聞近 と f立 后
おの存 四
知ク にじ 時
ら ラ迫 ま

、
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学

四

会

去
る
三
十
一
年
十
一月一一一
目、

仮
称
「

学
凶
会
」
第
一
回
総
会
が
主
と
し
て
桧
本

功
君
の
御
努
力
に
よ
り
一
ツ
橋
恕
水
会
館

に
於
て
開
催
さ
れ、

六
十
余
名
の
同
窓
が

集
り
席
上
巡
挙
に
よ
り
、
会
長
藤
村
豊
君

副
会
長
松
本
功
君
が
決
定
し
た
。
そ
の
後

松
本
君
は
事
情
に
よ
り
副
会
長
を
辞
任
さ

れ
た
の
で
新
に
学
内
で
は
高
北
君
、
学
外

で
は
青
木
、
高
橋
(
勇
)
君
の
三
君
を
わ

ず
ら
わ
す
こ
と

に
な
っ

た
。

第
二
回
総
会
で
は
駿
台

・
山
の
上
ホ

テ

ル
の
一
室
に
五
十
名
の
同
窓
が
集
い
秋
の

一
夜
を
政
治
、
経
済
、
人
生
一

般
に
わ
た

っ
て
心
ゆ
く
迄
語
り
合
っ
た
。

本
年
度
は
懸
案
の
会
計
報
告
、
役
員
改

選
、
会
の
命
名
、
次
期
総
会
の
開
催
方
法

等
々
幾
多
の
該
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
予

定
で
あ
る
。
本
年
四
月
よ
り
大
学
院
も
発

足
し
、
十
一
月
三
日
に
は
こ
れ
を
記
念
し

て
大
学
祭
が
催
さ
れ
る
事
に
な

っ
た
の
で

こ
の
際
見
物
か
た
件
¥
同
窓
諸
兄
姉
の
御

来
駕
を
願
い
、
併
せ
て
御
活
躍
ぶ
り
や
、

各
自
の
自
慢
話
を
被
れ
き
す
る
の
も
亦

一

興
か
と
忽
う
故
、

何
卒
御
遠
方
の
方
々
も

奮
っ
て
御
参
加
下
さ
い
。

大
変
遅
れ
ま
し
た
が
、
ア
ル
バ

ム
は
こ

の
程
全
員
に
発
送
致
し
ま
し
た
。
若
し
お

手
許
に
な
い
方
は
御
連
絡
下
さ
い
。

(
藤
村
、
氏
家
記
〉

仁

蜂

会

す
で
に
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に、

今
度

は
、
加
藤
輿
親
、
棟
久
仁
両
君
の
学
位
受

昭

久

会

今
年
も
早
や
十
月、

幹
事
の
任
期
切
れ

も
ま
近
に
な
り
ま
し
た
。
我
々
現
幹
事
は

任
期
中
何
ら
為
す
事
も
な
く
、
二
十
週
年

記
念
総
会
を
初
め
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
し

て
頂
い
た
事
ば
か
り
、
会
誌
の
発
行
を
と

恩
い
な
が
ら
、
延
び
延
び
と
な
り
、
委
員

会
も
開
き
鋭
意
準
備
中
で
す
が
微
力
の
た

め
思
う
に
ま
か
せ
ず
汗
顔
の
至
り
で
す
。

十

一
月
の
定
例
総
会
は
二
日
の
予
定
で

す
。
場
所
が
確
定
し
ま
し
た
ら
、
別
便
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一一
、
三
日
と
連

休
、
同
窓
会
も
あ
り
ま
す
れ
ば
地
方
会
員

の
多
数
出
席
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

川
手
君
が
十
二
指
腸
潰
第
、
七
月
三
日

発
病
問
二
十
二
日
出
血
多
量
で
入
院
そ
の

後
は
経
治
良
好
で
八
月
三
日
の
手
術
予
定

を
中
止
、
退
院
、
そ
の
後
順
調
で
、
現
在

は
診
療
に
従
事
さ
れ
て
い
る
由
、

然
し
ま

だ
軽
食
の
為
抜
歯
の
様
な
体
力
を
要
す
る

治
療
は
不
可
能
、
今
年

一
杯
は
自
室
、
外

出
等
け
‘出
来
ぬ
様
子
で
す
。
一
日
も
早
く

全
快
さ
れ
る
様
祈

り

ま

す

。

以

上

安
達

(
嘉
)
記

万
障
お
繰
り
合
は
せ
の
上
、
是
非
御
出

席
を
願
い
ま
す
。

一
、
十

一
月
三
目
、
午
後
五
時
半
よ
り

一
、
上
野
観
光
閣

一
、
会
費
千
五
百
円
也、

(
含
、

当
日
会

副賞
、
写
真
代
、
本
年
度
同
級
会
維
持

費
)

な
お
、
御
欠
席
の
方
は
、
お
手
数
で
し

ょ
う
が
、
同
級
会
維
持
費
と
し
て
金
二
百

円
を
病
理
学
教
室
、
「
土
ロ木
」
宛
御
送
付

下
さ

い
。

以

上

(
石
川
、
吉
木
、
伊
藤
記

い

ず

み

会

台
風
は
如
何
で
し
た
か
。
御
見
舞
申
し

い

と

し

会

愈
々
秋
も
深
ま
り
、
よ
い
気
候
と
な
り

ま
し
た
。

諸
兄
姉
に
は
、
お
元
気
に
御
活

同胞の

こ
と
と
思
ひ
ま
す
。

既
に
別
使
に
て
、
案
内
状
を
送
付
致
し

ま
し
た
の
で
、
御
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
が
、
今
秋
、
卒
業
を
記
念
し
て
、
盛
大

に
級
会
を
聞
き
度
い
と
考
え
、
左
記
の
様

に
計
画
致
し
ま
し
た
。
重
複
す
る
と
恩
ひ

ま
す
が
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

日
時

十
一
月
二
目
、
三
日

場
所

伊
東
温
泉

「
光
楽
」

会
費

三
千
円

こ
の
ほ
か
、
記
念
事
業
と
し
て
、
名
簿

の
作
成
、
及
び
.
当
日
出
席
者
に
は
、
記

念
品
の
贈
呈
を
致
し
ま
す
。

奮
っ

て
参
加
L
て
、
氾
泉
に
浸
り
乍
ら

旧
交
を
橿
め
て
戴
き
度
い
と
思
ひ
ま
す
。

幹
事
森
本
(
保
存
学
教
室
)

領
の
お
祝
い
も
あ
っ
て
、
苦
心
の
立
案
の

結
果
、
東
京
近
郊

「
金
沢
八
景
」
し
の
ぶ

廷
で
二
目
、
一
一
一
日
と
決
ま
り
ま
し
た
。
蛇

が
出
る
か
、
鬼
が
出
る
か
と
に
か
く
楽
し

み
で
す。

と
く
に
地
労
』の
皆
さ
ん
の
出
を

待
っ
て
お
り
ま
す
。

東
京
ク
ラ
ス
会

.
関
西
ク
ラ
ス
会
は
例

の
通
り
、
毎
回
仲
陵
ま
じ
く
、
と
き
に
は

地
方
か
ら
の
出
席
も
あ
り
、
愉
快
至
甑
で

す
。
こ
と

に
、
一星七
月
に
は
、
岐
阜
、
杉

山、

永
田
、
岩
崎
三
君
の
骨
折
り
の
、
長

良
川
や
日
本
ラ
イ
ン
の
水
遊
び
は
生
法
の

想
い
出
で
し
た
。

九
月
末
、
銀
峰
「
三
笑
会
館
」
で
、
東

京
ク
ラ

ス
会
を
開
い
て
、
総
会
の
相
談
を

し
た
の
で
す
が
、
今
年
も
多
数
の
出
席
を

鶴
首
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
二
十
五
日
頃

ま
で
に
返
事
を
た
の
み
ま
す
。
(
堤
)

六

会

二
十
二
号
台
風
い
か
ピ
で
し
た
か
。
お

一

見
舞
申
上
げ
ま
す
。
き
て
十
一
月
二
日
午

一

逝

去

会

員

後
五
時
、
観
光
閣
で
十
六
会
総
会
を
開
催

一
五
十
嵐
庫
三
氏
三
三
二

、
一
O
福
島
県

致
し
ま
す
。
今
度
び
は
奥
様
御
同
伴
、
ぉ
石
国
後
之
助
氏
三
三
、
八
二
八

滋
賀
県

子
様
も
是
非
お
連
れ
l
さ
い
。
そ
の
用
意

一
牟
田
新
太
郎
氏
三
三
、
八
、
一
九

川
崎
市

も
致
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
別
に
連
絡

一
須

藤

秀

夫

氏

三
三
、
入
、九

渋
谷
区

致
し
ま
す
。

な
ほ
会
費

(年
度
)
末
納
者

一
本
目
保
吉
氏
三
三
、九
、
ニ
O
静
岡
県

は
至
急
お
納
め
下
さ
い
。
(
鈴
木
貞
夫
記
〉

一

現
住
所
変
更

(敬
称
略
〉

徳
島
市
下
助
任
町
三
ノ

大

塚

温

乞
ω
)
三
四
ノ
一

助
任
大
塚

附
科

長
谷
川

浩
(
白
)
名
古
屋
市
中
区
針
屋
町

一ノ一一

丸

島

勝

(

患

研
一
世
区
情
一
群

凶
ノ
五

橋

本

栄

(∞

)
4央
転

出融制…附一一
一ノ

下

回

俊

朗

(
5城
橋
区
大
谷
口
町
八
二

七

星

金

一
田

村

久

子

練

馬

区

上
石
神
井

一ノ

一

一
0
0

七
星
会
の
会
員
諸
兄
グ
御
元
気
で
御
活

一
羽
毛
閏
長
人

2
3
長
野
県
南
佐
久
郡
小
海

躍
の
事
と
思
い
ま
す
。

一

i

町
四
三

O
七

恒
例
に
よ
り
、
本
年
も
来
る
十
一

月
一一

一

山
形
市
香
澄
町
木
ノ
実

一
大
沼

俊
哉

2
3小
路

市

立
病
院
済
生

日
夕
刻
よ
り
七
星
会
を
開
催
致
す
こ
と
に

一

館
歯
科

一一一円

uur時間
れ
は
刊
誌
伯
尚

一
安
藤

学

(Mg知
一
日
区
赤
堤
町
一
7

知
ま
で
。

一斉

藤

英

輔

3
吋
樽
市
奥
沢
町
二
ノ
四

十

一宮

内

孝

雄

(N
3醜
献
一
維
持
一区一
紘
一
琳

上
げ
ま
す
。
さ
て
恒
例
の
「
ク
ラ
ス
会
」

一

譲

歯

科

医

院

を
開
き
ま
す
。
詳
細
な
事
は
各
諸
兄
の
所

一
好
在
、
墨
田
区
厩
橋
一一一
丁
目
大
通
り

に
通
一
切
致
し
ま
し
た
。
奮
っ
て
御
参
集
下

一
敷
地
、
借
地
五
七
坪

さ
い
。
御
待
ち
し
て
ま
す
。

一連
物
、
三
五
坪
、
平
家
政
二
階
、

診
察
室

期
日

十

一
月
三
日

一一

待
合
室
、
技
工
室
、
居
間
三
、
炊

場
所

も
と
み
や

一

:

一

事
室
等

司

一
設
備
、
診
察
台
一
一
、
陶
科
レ

ン
ト
ゲ
ン一

一

技
工
設
備
何
れ
も
新
品

↑
片山格
、
建
物
、
設
備
共
五

O
O万
川

御
希
望
の
方
は
電
話

(
六
二
二
)
七
、
=
一

七
五
番
佐
藤
に
御
照
会
下
さ
い。

千

秋

会

秋
の
同
窓
会
総
会
が
間
近
に
迫
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

今
年
は
大
学
院
創
立
の
年

に
当
り
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
由
、
我
が

「
秋
会
も
卒
業
後
早
や
満
六
年
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
も
昨
年
の
満
五
周
年
に
怠
ら

ず
盛
大
に
F
ラ
ス
会
を
聞
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
故
、
御
来
校
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
そ
ろ

J
、、
学
校
幹
事
が
集
ま

り
会
場
を
考
慮
中
で
す
。

決
定
次
第
往
復

ハ
ガ
キ
を
差
上
げ
ま
す
か
ら
近
況
欄
に
皆

様
の
種
々
な
ホ

ソ
ト
ニュ

ー
ス
を
お
知
ら

せ
下
さ
い
。

(学
校
幹
事
記
)

幹


